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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  岐阜清流高等特別支援学校 学校運営協議会 （第３回） 

         

２ 開催日時  令和８年２月１３日（金） １０：００～１２：００ 

 

３ 開催場所  岐阜清流高等特別支援学校 会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

 

４ 参 加 者  会  長  松本 和久  岐阜聖徳学園大学 教授 

        副 会 長    山田 正行    芥見東自治会連合会 会長 

                委  員    松岡 猛   岐阜市立藍川東中学校 校長 

山本 英毅  岐阜障害者職業センター 所長 

村瀬 吉範  ＪＡぎふ芥見支店 東部グループ 統括支店長 

                            鷲見 廣也  十八楼川原町寺子屋 塾長 

              井上 愛   岐阜放送 営業局 営業部 副部長 

              岩原 田鶴子 医療法人 岐阜勤労者医療協会 介護事業部長 

              武山 誠   株式会社 プロスパー 代表取締役 

                            長縄 勇樹  岐阜清流高等特別支援学校 ＰＴＡ会長 

 

              学 校 側    後藤 周太郎    校長 

                         芦田 友味子    教頭 

                            古田 光      事務長 

              北川 百合   部主事 

              津田 行代   教務主任 

              黒柳 潔    進路指導主事 

              三好 宗治   生徒指導主事 

              大野 晃    保健主事 

              寺島 智子   渉外部長 

              水口 直美   研修支援部長（特別支援教育コーディネーター） 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）学校経営の取組について 

意見１：学びが楽しいかどうかということは大切にしたい。一人一人のよさや可能性を伸ば

す工夫があることや生徒の安全に気を配るなど安心できる学校という評価をされて

いることはよい。 

   意見２：学校の取組は一貫している。働きたいと思っている生徒にはこの学校を選択しても

らいたい。保護者にも取組に興味をもってもらえるようにするとよい。学校として
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行っている例を挙げて評価してもらうとよいのではないか。 

       ⇒評価項目の内容について分かりやすく提示していく。 

   意見３：地域社会との連携について、地域と一緒にできることでかかわっていけるよう取り

組んでいきたい。 

   意見４：保護者に向けての情報発信について、情報提供のあり方を検討していくとよい。 

   

 （２）学校教育目標、スクールポリシーについて 

   意見１：社会と繋がる学校について、どのように考えているか。 

       ⇒地域社会とのつながりを考えて、できる限り行事などにも参加していきたい。授

業日の活動を通してはつながりやすい。休日については、働き方改革で職員の制

約が強くなっているが参加の仕方を工夫していきたい。 

   意見２：喫茶サービスを核に外部とのつながりを広げるなど充実させるとよい。 

   意見３：高校生らしく楽しんでいることや生徒自身が考えることを大切にしていることも発

信するとよい。 

       ⇒中学校には理解してもらっている。厳しい学校という印象から信頼してもらえる

学校になれるよう発信していく。 

    

 （３）専門コース製品の価格設定について 

   意見１：税込み価格で表示されているが、今後は税のことを表すかどうか検討することも必

要であるため、表記を統一するとよい。 

       ⇒県にも確認しつつ、表記を統一していく。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・学校経営の取組について全委員より承認が得られた。 

  ・学校教育目標、スクールポリシーについて全委員より承認が得られた。 

  ・専門コース製品の価格設定について全委員より承認が得られた。 

〇「働き続ける人」を教育目標に、それに向けて生徒一人一人に寄り添い、地域との取組など、

前向きに常に見直しを図っていくようにする。 

 


